
【シラバスⅡ】令和８年度 評価規準 

教科名 理科 科目名 （学）理科一般 

時期・単元 内容のまとまり 知識・技能 思考・判断・表現等 主体的に学習に取り組む態度 

（４月） 

 

化学基礎 
１章 物質の構成 
２章 物質と化学結合 
３章 物質の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生物基礎 
1 編 生物の特徴 
2 編 体内環境の維持 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物理基礎 
1 編 物体の運動とエネル
ギー 
2 編 さまざまな物理現象
とエネルギー 
 

・物質の構成粒子や量的関係に関する
基本的な概念や原理・法則を理解し、
知識を身につけている。 

・物質の構成粒子や量的関係に関する
基本的な概念や原理・法則を理解し、
知識を身につけている。 

・化学式を使用できるとともに、原子
量、分子量、式量と物質量の知識を
身につけている。 

・燃焼，金属の溶解の利用に興味をも
ち，それらの共通性を意欲的に探究
する。 

 
・生物の共通性と、同時に多様性があ

ることを理解する。 
・ATP や酵素の役割、光合成、呼吸の

内容を理解する。 
・DNA の構造と、構造的特徴が遺伝情

報を担う物質として機能することで
アミノ酸配列を指定しタンパク質が
決定することを理解する。 

・DNA がどのように分配されるか、細
胞の分化の遺伝子発現のレベルでの
考え方について理解する。 

 
・等加速度運動を数式を使って表せ

る。 
・運動の加速度、変位、速度、時間を

用いて必要なことを求める。 
・システムの中の物体に働く力ベクト

ルを表示できる。 

・原子は原子核と電子からなってい
て、電子の状態が物質の性質に大き
く寄与していることを推論できる。 

・物質の性質は、イオン結合、共有結
合、金属結合などの結合の違いによ
って異なることを、代表的な物質の
性質の比較から推論できる。 

・原子量・分子量・式量と物質量の定
義を理解し、物質量を用いた基本的
な計算ができ、化学変化には一定の
量的関係があることを考察できる。 

 
 
・共通性の由来、多様性の由来につい

て説明できる。 
・ATP、酵素についての役割と生命活

動とエネルギーとが説明できる。 
・共通の分子を遺伝情報としているに

も関わらず、多様な情報を保持して
いるしくみについて説明できる。 

・セントラルドグマを転写・翻訳の過
程を通して表現できる。 

・体細胞分裂における DNA の複製と
分配の周期の意味を説明できる。 

 
・等加速度運動のｖ-ｔグラフとｘ-ｔ

グラフから必要な物理量を求める。
グラフから運動の様子を表現でき
る。 

・システム中の物体の運動方程式を物
体ごとにたてられる。 

・物質に関心をもち、物質が原子・分子・
イオンなどの構成粒子からなってい
ることを探究しようとしている。 

・物質の構造は、イオン結合、共有結合、
金属結合などの結合の仕方の違いに
関わりがあることを、意欲的に探究
しようとする。 

・代表的な物質の化学変化に注目し、化
学変化の量的関係を物質量と関連付
けて考察しようとするとともに、意
欲的にそれらを探究しようとする。 

 
 
・生物の多様性と共通性について主体

的に取り組み、、積極的な発言が見ら
れる。 

・遺伝情報の転写と翻訳について、図を
見ながら意見交換ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
・数式を用いて運動の様子を表そうと

する。グラフを書こうとする。 
 条件を変えた場合の運動の様子を探

求しようとする。 
・条件を変えた場合にどうなるか探究

する。 



 
 
 
 

・力学的エネルギーの保存を理解し 
現象を説明できる。 
・運動の第一法則を理解し現象を説明

できる。  

・力学的エネルギーの保存の式を立て
ることができる。 

・身の回りの物体に出入りするエネル
ギーと仕事の関係を知ろうとする。 

（９月） 

 

化学基礎 

１章 物質の構成 

２章 物質と化学結合 

３章 物質の変化 

のマーク式問題の演習 

 

 

 

生物基礎 

2 編 体内環境の維持 

3 編 多様性と生態系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理基礎 

 

 

・物質とその変化について基本的な概
念や原理・法則を理解し、知識を身
に付けている。また、物質とその変
化に関する観察、実験などを行い、
基本操作を習得するとともに、それ
らの過程や結果を的確に記録、整理
し、自然の事物・現象を科学的に探
究する技能の基礎を身に付けてい
る。 

 
・自律神経、ホルモンなどの作用や分

泌機構について理解する。 
・体内環境とその恒常性について理解

する。腎臓と肝臓の持つ多様な機能
を恒常性の観点から理解する。 

・自然免疫と適応免疫のしくみと関係
する細胞の役割を正確に理解する。 

・世界および日本に見られるバイオー
ムが，気温と降水量に起因して成立
していることを理解する。 

・生態系において種多様性が維持され
るしくみと生態系の保全のために，
どのような活動が行われているかを
理解する。 

 
・身の回りの波の現象を波の性質（回

折、反射、屈折、干渉 分散 散乱
波の合成など）を用いて説明できる。 

・電流、電圧、起電力の違いを理解す
る。 

・物質とその変化の中に問題を見いだ
し、探究する過程を通して、事象を
科学的に考察し、導き出した考えを
的確に表現している。 

 
 
 
 
 
 
・自律神経系と内分泌系の働き方を比

較し、調節機構を説明できる。 
・自然免疫における食作用、適応免疫

の仕組みについて、図を用いて説明
できる。食細胞の異物の認識の仕方
とリンパ球の抗原の認識の仕方を比
較して説明できる。 

・遷移の過程で，植生の樹種が交代す
る要因について考察し，説明できる。 

・地球の気温が上昇すると，バイオー
ムの垂直分布がどのように変化する
かを推測することができる。 

・生態系における生物が種多様性に対
して果たす役割を説明できる。 

 
・ｙ-ｔグラフｙ-ｘから波の様子を知

る。また波の様子からグラフを作れ
る。 

・回路を流れる電流をオームの法則 
とキルヒホッフの法則を使い計算で
きる。 

・日常生活や社会との関連を図りなが
ら物質とその変化について関心をも
ち、意欲的に探究しようとするとと
もに、科学的な見方や考え方を身に
付けている。 

 
 
 
 
 
・自律神経と内分泌系によって自身の

体内環境が制御されていることに興
味・関心を持つ。 

・身近にある免疫の現象につい
て、教科書の記述から導き出そ
うとする 

・植生の分布とバイオームに関心をも
ち，遷移の仕組みに主体的に学習に
取り組める。 

・生物の多様性および生態系のバラン
スと保全に関心をもち，主体的に学
習に取り組める。 

 
 
 
・気柱の共鳴について、条件を変えた場

合にどうなるか探究できる。 
・数式を使って説明できる。 
 

（１２月） 

 

化学基礎 

共通テスト予想問題の演習 

 

 

・物質とその変化について基本的な概
念や原理・法則を理解し、知識を身
に付けている。また、物質とその変
化に関する観察、実験などを行い、
基本操作を習得するとともに、それ

・物質とその変化の中に問題を見いだ
し、探究する過程を通して、事象を
科学的に考察し、導き出した考えを
的確に表現している。 

 

・日常生活や社会との関連を図りなが
ら物質とその変化について関心をも
ち、意欲的に探究しようとするとと
もに、科学的な見方や考え方を身に
付けている。 



 

 

 

生物基礎 

共通テスト予想問題の演習 

 

物理基礎 

共通テスト予想問題演習 

 

 

らの過程や結果を的確に記録、整理
し、自然の事物・現象を科学的に探
究する技能の基礎を身に付けてい
る。 

 
・演習結果が十分理解できたか。 
 
 
 
・内容が理解できたか 

 
 
 
 
 
・演習内容について考察し説明するこ

とができるか。 
 
 
・内容を他人に簡潔に説明できるか。 

 
 
 
 
 
・主体的に演習に取り組み、説明できる

か。 
 
 
・主体的に取り組み多面的に考えるこ

とができたか。 

主な評価方法 ・定期考査、提出物など 定期考査、提出物など 定期考査、出席状況など 

その他    

 


